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放射線情報の提供者である専門家の知識基盤はさまざまである。このため、専門家間で「何が必要最低限

の放射線リテラシーであるか」についてコンセンサスを図っておく必要がある。そこで、専門家が考える一

般の人々にもってもらいたい必要不可欠な放射線の知識についてのアンケート調査を行った。 
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1. 緒言  専門家は、放射線やその影響を一般の人々に伝えようとしたとき、正確かつ、誤解のないように

と心がけるあまり、専門用語を多用して、詳細な説明を行おうとする傾向がある。しかし、一般の人々は、

慣れない科学的情報を一度に提示されると、かえって混乱してしまい、中途半端な知識を持ってしまう可能

性がある。このため、必要最低限度の情報に絞った情報提供を行うことが求められる。 

2. 調査方法  専門家へのアンケート調査では、必要不可欠な放射線の知識と調査対象者自身に関する質問

を行った。放射線の知識に関する質問は、関係行政機関等が発刊し

た一般向けの冊子等（小学生向け含む）15資料及び原子力・放射線

関連の教員等が一般の人々向けて講演した際に使用した 13 資料の

中で使用されている 71用語のうち、比較的頻度の高い用語（35用

語）を選び、調査対象者に、これらの用語に対して、必要性の高さ

を 5段階で評価してもらうこととした。調査対象者自身に関する質

問は、「市民向けの講演や講座で話をすることがあるか」、「家族や

友人にプライベートで話をすることがあるか」等とした。調査対象

者は、原子力・放射線に関する教育を受けた、または、業務として

放射線に関する知識を身に着けた者とした。 

3. 結論 アンケートの作成のために使用した専門家の資料で使用

されている用語には以下の特徴があった。「単位」、「放射線と放射

能」等のように、現れる頻度が比較的高い用語（表 1）は、行政機関の冊子と教員等の講演資料との出現頻度

に大きな差はなかった。一方、放射線利用の中でも「原子力発電」については、教員等の講演資料ではほと

んど使用されておらず、行政機関の冊子との違いがみられた。 

本研究は、環境省委託事業「平成 31年度放射線健康管理・健康不安対策事業（放射線の健康影響に係る研究

調査事業）」において実施したものである。 
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表 1 資料より抽出した放射線関連用

語の一例（放射線の特徴） 

No. 用　　語 出現頻度

1 単位（Bq・Sv・Gy） 17

2 線と能 17

3 α・β・γ・X・中性子 15

4 透過性（力） 15

5 半減期（減衰） 11

6 粒子（性） 11

7 光線(波) 11

8 壊　変 6

9 放射性物質 5

10 原子核 5

11 エネルギー 5

12 電　離 5
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